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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】作業効率を向上できる内視鏡洗浄装置を提供す
る。
【解決手段】内視鏡を収納する洗浄槽と、洗浄槽又は洗
浄槽に収納された内視鏡への水、洗剤又は洗浄水の供給
を制御する制御ユニット５０と、を備え、制御ユニット
５０は、洗浄槽、或いは、洗浄槽に収納された内視鏡へ
水、洗剤又は洗浄水を供給するためのホースを接続する
第一アダプタ群と、洗剤を洗剤容器から制御ユニット５
０に供給するためのホースを接続する第二アダプタ群と
、を備え、第一アダプタ群は、制御ユニット５０の正面
側に縦一列に配置され、第二アダプタ群は、制御ユニッ
ト５０の背面側に配置される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を収納する洗浄槽と、前記洗浄槽又は前記洗浄槽に収納された内視鏡への水、洗
剤又は洗浄水の供給を制御する制御ユニットと、を備え、
　前記制御ユニットは、前記洗浄槽、或いは、前記洗浄槽に収納された内視鏡へ水、洗剤
又は洗浄水を供給するためのホースを接続する第一アダプタ群と、前記洗剤を洗剤容器か
ら前記制御ユニットに供給するためのホースを接続する第二アダプタ群と、を備え、
　前記第一アダプタ群は、前記制御ユニットの正面側に縦一列に配置され、
　前記第二アダプタ群は、前記制御ユニットの背面側に配置される、
　内視鏡洗浄装置。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡洗浄装置の第一アダプタ群であって、
　前記内視鏡の操作部に水、洗剤又は洗浄水を供給するために接続される少なくとも一つ
のアダプタは、前記操作部の少なくとも二つの接続口に接続される、
　内視鏡洗浄装置。
【請求項３】
　請求項１又は２記載の内視鏡洗浄装置であって、
　前記制御ユニットの一側面には、前記洗剤容器を前記制御ユニットに固定する取り付け
具が係合し、
　前記制御ユニットの他側面には、前記洗剤容器から洗剤を吸引し、前記制御ユニットへ
供給するシリンジを収納するシリンジボックスが設けられる、
　内視鏡洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡洗浄装置の制御ユニットの構造技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、医療現場において、生体の体腔内の検査や治療を行う器具である。内視鏡は
、通常、院内感染を防止するために、使用後の徹底した洗浄及び消毒を行うことが義務付
けられている。内視鏡洗浄装置は、内視鏡の洗浄、消毒を半自動的に行う装置である。内
視鏡洗浄装置は、使用後の内視鏡を洗浄槽に収納し、リーク検査工程、洗浄工程、すすぎ
工程等の各種工程を自動的に行う装置である（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　内視鏡洗浄装置は、内視鏡を収納する洗浄槽と、洗浄槽又は洗浄槽に収納された内視鏡
への水、洗剤又は洗浄水（水＋洗剤）の供給を制御する制御ユニットと、を備えている。
【０００４】
　制御ユニットは、洗浄槽、又は、洗浄槽に収納された内視鏡へ水、洗剤又は洗浄水を供
給するためのホースを接続するアダプタ類（例えば、給水口アダプタ、副送水アダプタ又
は送気・送水アダプタ）、並びに、洗剤を洗剤容器から制御ユニットに供給するアダプタ
類（例えば、洗剤アダプタ又はシリンジアダプタ）を備えている。
【０００５】
　上述したアダプタ類は、例えば、給水口アダプタ又は送気・送水アダプタのように内視
鏡洗浄工程の作業毎にホースの取り外しが行われるものもあれば、洗剤アダプタ又はシリ
ンジアダプタのように、ホースの取り外しがほとんど行われないものもある。このように
、ホースの取り外しの頻度が異なるアダプタ類が近接して配置している場合には、ホース
の取り外し頻度の高いアダプタ類からホースを取り外す時の作業効率が悪い。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
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【特許文献１】特開２００９－２０７７４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の解決しようとする課題は、作業効率を向上できる内視鏡洗浄装置を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の解決しようとする課題は以上の如くであり、次にこの課題を解決するための手
段を説明する。
【０００９】
　即ち、請求項１においては、内視鏡を収納する洗浄槽と、前記洗浄槽又は前記洗浄槽に
収納された内視鏡への水、洗剤又は洗浄水の供給を制御する制御ユニットと、を備え、前
記制御ユニットは、前記洗浄槽、或いは、前記洗浄槽に収納された内視鏡へ水、洗剤又は
洗浄水を供給するためのホースを接続する第一アダプタ群と、前記洗剤を洗剤容器から前
記制御ユニットに供給するためのホースを接続する第二アダプタ群と、を備え、前記第一
アダプタ群は、前記制御ユニットの正面側に縦一列に配置され、前記第二アダプタ群は、
前記制御ユニットの背面側に配置されるものである。
【００１０】
　請求項２においては、請求項１記載の内視鏡洗浄装置の第一アダプタ群であって、前記
内視鏡の操作部に水、洗剤又は洗浄水を供給するために接続される少なくとも一つのアダ
プタは、前記操作部の少なくとも二つの接続口に接続されるものである。
【００１１】
　請求項３においては、請求項１又は２記載の内視鏡洗浄装置であって、前記制御ユニッ
トの一側面には、前記洗剤容器を前記制御ユニットに固定する取り付け具が係合し、前記
制御ユニットの他側面には、前記洗剤容器から洗剤を吸引し、前記制御ユニットへ供給す
るシリンジを収納するシリンジボックスが設けられるものである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の内視鏡洗浄装置によれば、作業効率を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】内視鏡洗浄装置を示した斜視図。
【図２】制御ユニットを示した正面図。
【図３】制御ユニットを示した背面図。
【図４】制御ユニットを示した左側面図及び右側面図。
【図５】洗剤容器及びシリンジケースを取り付けた制御ユニットを示した正面図。
【図６】制御ユニットの配管系統を示した配管系統図。
【図７】制御ユニットの作用を示した配管系統図。
【図８】制御ユニットの別の作用を示した配管系統図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１を用いて、内視鏡洗浄装置１００及び内視鏡２００について説明する。
　なお、図１では、内視鏡洗浄装置１００及び内視鏡２００を斜視にて表している。また
、図１では、分かり易く説明するため、内視鏡洗浄装置１００の洗浄ユニット１０と制御
ユニット５０とを接続するホース類の図示を省略している。
【００１５】
　内視鏡洗浄装置１００は、本発明の内視鏡洗浄装置に係る実施形態である。内視鏡洗浄
装置１００は、内視鏡の洗浄及び消毒を半自動的に行う装置である。内視鏡洗浄装置１０
０は、洗浄ユニット１０と、制御ユニット５０と、を備えている。
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【００１６】
　洗浄ユニット１０は、洗浄される内視鏡が収納されるものである。洗浄ユニット１０は
、洗浄槽２０と、載置部３０と、を備えている。
【００１７】
　制御ユニット５０は、洗浄ユニット１０又は洗浄ユニット１０に収納された内視鏡２０
０へ水、洗剤又は洗浄液（水＋洗剤）を循環させる、或いは、圧縮空気を供給制御するも
のである。制御ユニット５０の内部には、圧縮空気を供給するエアポンプ５１（図６参照
）と、水、洗剤又は洗浄液を循環させる循環ポンプ５２（図６参照）と、制御回路（図示
略）等と、が設けられている。なお、制御ユニット５０について、詳しくは後述する。
【００１８】
　内視鏡２００は、医療現場において、生体の体腔内の検査や治療を行う器具である。内
視鏡２００は、コネクタ部２１０と、ユニバーサルコード２２０と、操作部２３０と、挿
入部２４０と、を備えている。
【００１９】
　コネクタ部２１０には、光源装置やビデオプロセッサに配線を接続するための接点部が
設けられている。また、コネクタ部２１０には、後述する浸漬洗浄工程で洗浄液が供給さ
れるための副送水シリンダ２１０Ａが設けられている。
【００２０】
　ユニバーサルコード２２０は、コネクタ部２１０と操作部２３０とを接続している。
　操作部２３０は、挿入部２４０のアングルを操作するアングルノブ２３０Ａと、送気・
送水シリンダ２３０Ｂと、処理具を挿入する鉗子口２３０Ｃと、を備えている。
【００２１】
　挿入部２４０は、操作部２３０に接続され、可撓性のある棒状体で構成されている。挿
入部２４０の先端には、体腔内を照明する照明部（図示略）と、体腔内を撮影する撮影部
（図示略）とが設けられている。
【００２２】
　図２乃至図４を用いて、制御ユニット５０について説明する。
　なお、以下では、制御ユニット５０について、図２乃至図４に示される前後方向、左右
方向及び上下方向に従って説明する。
【００２３】
　図２を用いて、制御ユニット５０の正面側について説明する。
　なお、図２では、制御ユニット５０を正面視にて表している。
【００２４】
　制御ユニット５０の正面側は、正面視にて逆Ｕ字形状のケース６０に正面板６１を取り
付けて構成されている。正面板６１には、第一アダプタ群としての給水口アダプタ７２と
、第一アダプタ群としての副送水アダプタ７１と、第一アダプタ群としての送気・送水ア
ダプタ７３と、リークチェックアダプタ７５と、が配置されている。
【００２５】
　第一アダプタ群としての副送水アダプタ７１、給水口アダプタ７２及び送気・送水アダ
プタ７３は、正面板６１の左右方向の略中央部かつ上下方向の略中央部に上下方向に沿っ
て縦一列に配置されている。リークチェックアダプタ７５は、正面板６１の左右方向の略
中央部かつ上下方向の下端部に配置されている。
【００２６】
　副送水アダプタ７１は、洗浄槽２０に収納された内視鏡２００の副送水シリンダ２１０
Ａ（図１及び図６参照）と副送水ホース５０１（図６参照）で接続されるためのアダプタ
である。副送水アダプタ７１からは、内視鏡２００の内部を循環させるための水、洗剤又
は洗浄液が送られる。
【００２７】
　給水口アダプタ７２は、洗浄槽２０の給水口と給水口ホース５０２（図６参照）で接続
されるためのアダプタである。給水口アダプタ７２には、洗浄槽２０から制御ユニット５
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０に向かって水、洗剤又は洗浄液が給水される。洗浄槽２０を循環した水、洗剤又は洗浄
液は、給水口アダプタ７２から制御ユニット５０に給水される。
【００２８】
　送気・送水アダプタ７３は、洗浄槽２０に収納された内視鏡２００の送気・送水シリン
ダ２３０Ｂ（図１及び図６参照）又は鉗子口２３０Ｃ（図１及び図６参照）と送気・送水
ホース５０３で接続されるためのアダプタである。送気・送水アダプタ７３からは、洗浄
ユニット１０を循環する、或いは、内視鏡２００の内部を循環させるための水、洗剤又は
洗浄液が送られる。
【００２９】
　リークチェックアダプタ７５は、洗浄ユニット１０に収納された内視鏡のリークチェッ
ク接続口とホースで接続されるためのアダプタである。リークチェックアダプタ７５から
は、内視鏡の内部に充填されるための圧縮空気が送られる。
【００３０】
　図３を用いて、制御ユニット５０の背面側について説明する。
　図３では、制御ユニット５０を背面視にて表している。
【００３１】
　制御ユニット５０の背面側は、背面視にて逆Ｕ字形状のケース６０に背面板６２を取り
付けて構成されている。背面板６２には、第二アダプタ群としてのシリンジアダプタ８１
と、第二アダプタ群としての洗剤アダプタ８２と、電源スイッチ８５と、電源コード用開
口部８６と、が配置されている。
【００３２】
　第二アダプタ群としてのシリンジアダプタ８１は、背面板６２の左右方向の左端部かつ
上下方向の下端部に配置されている。第二アダプタ群としての洗剤アダプタ８２は、背面
板６２の左右方向の右端部かつ上下方向の下端部に配置されている。
【００３３】
　シリンジアダプタ８１は、後述するシリンジ３００（図５参照）とシリンジホース６０
１（図６参照）で接続されるためのアダプタである。シリンジアダプタ８１には、後述す
る洗剤容器４００（図５参照）からシリンジ３００に吸引される洗剤液が送られる。また
、シリンジアダプタ８１には、シリンジ３００から内視鏡２００へ注出される洗剤液が送
られる。
【００３４】
　洗剤アダプタ８２は、洗剤容器４００と洗剤ホース６０２（図６参照）で接続されるた
めのアダプタである。洗剤アダプタ８２には、洗剤容器４００からシリンジ３００に吸引
される洗剤液が送られる。
【００３５】
　電源スイッチ８５は、内視鏡洗浄装置１００の電源のＯＮ／ＯＦＦを切り替えるスイッ
チである。電源コード用開口部８６は、制御ユニット５０に電源を供給する電源コード（
図示略）が取り出される開口部である。
【００３６】
　図４を用いて、制御ユニット５０の左側面側及び右側面側について説明する。
　図４（Ａ）では、制御ユニット５０を左側面視にて表している。図４（Ｂ）では、制御
ユニット５０を右側面視にて表している。
【００３７】
　図４（Ａ）に示すように、制御ユニット５０の左側面側では、正面板６１は、ケース６
０の前端側から所定間隔Ｔを設けた位置にて取り付けられている。同様に、制御ユニット
５０の左側面側では、背面板６２は、ケース６０の前端側から所定間隔Ｔを設けた位置に
て取り付けられている。
【００３８】
　制御ユニット５０の左側面側において、ケース６０の前端側から所定間隔Ｔの領域には
、シリンジケース９１の取り付け孔６０Ａが形成されている。同様に、制御ユニット５０
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の左側面側において、ケース６０の後端側から所定間隔Ｔの領域には、シリンジケース９
１の取り付け孔６０Ａが形成されている。
【００３９】
　図４（Ｂ）に示すように、制御ユニット５０の右側面側では、正面板６１は、ケース６
０の前端側から所定間隔Ｔを設けた位置にて取り付けられている。同様に、制御ユニット
５０の右側面側では、背面板６２は、ケース６０の前端側から所定間隔Ｔを設けた位置に
て取り付けられている。
【００４０】
　制御ユニット５０の右側面側において、ケース６０の前端側から所定間隔Ｔの領域には
、後述する固定ベルト９５の取り付け孔６０Ｂが形成されている。同様に、制御ユニット
５０の右側面側において、ケース６０の後端側から所定間隔Ｔの領域には、固定ベルト９
５の取り付け孔６０Ｂが形成されている。
【００４１】
　図５を用いて、洗剤容器４００及びシリンジケース９１を取り付けた制御ユニット５０
について説明する。
　なお、図５では、制御ユニット５０を正面視にて表している。また、図５では、分かり
易く説明するため、シリンジ３００又は洗剤容器４００と制御ユニット５０とを接続する
ホース類の図示を省略している。
【００４２】
　シリンジ３００は、洗剤容器４００から洗剤液を抽出し、洗浄ユニット１０に収納され
る内視鏡２００の内部に注入するものである。シリンジ３００は、シリンジケース９１に
収納されている、シリンジケース９１は、制御ユニット５０の左側面に取り付けられてい
る。シリンジケース９１は、固定具９２によって、ケース６０の取り付け孔６０Ａ・６０
Ａに取り付けられている。
【００４３】
　洗剤容器４００は、洗浄ユニット１０に収納される内視鏡２００の内部に供給される洗
剤液を貯溜するものである。洗剤容器４００は、制御ユニット５０の右側面において、固
定ベルト９５に捲回して制御ユニット５０に取り付けられている。固定ベルト９５は、フ
ック９６・９６によって、取り付け孔６０Ｂ・６０Ｂに取り付けられている。
【００４４】
　図６を用いて、制御ユニット５０の配管系統及び作用について説明する。
【００４５】
　上述したように、制御ユニット５０には、圧縮空気を供給するエアポンプ５１と、水、
洗剤又は洗浄液を循環させる循環ポンプ５２と、が設けられている。エアポンプ５１の吐
出側は、リークチェックアダプタ７５と配管によって接続されている。リークチェックア
ダプタ７５は、リークチェックホース５０４と接続されている。
【００４６】
　循環ポンプ５２の吸入側は、給水口アダプタ７２と配管によって接続されている。給水
口アダプタ７２は、給水口ホース５０２と接続されている。
【００４７】
　循環ポンプ５２の吐出側は、副送水アダプタ７１及び送気・送水アダプタ７３と配管に
よって接続されている。副送水アダプタ７１は、副送水ホース５０１と接続されている。
送気・送水アダプタ７３は、送気・送水ホース５０３と接続されている。
【００４８】
　循環ポンプ５２の吐出側は、逆止弁５５を介して、シリンジアダプタ８１と配管によっ
て接続されている。シリンジアダプタ８１は、シリンジホース６０１を介してシリンジ３
００と接続されている。
【００４９】
　洗剤アダプタ８２は、逆止弁５６を介して、逆止弁５５とシリンジアダプタ８１との間
に接続されている。洗剤アダプタ８２は、洗剤ホース６０２を介して洗剤容器４００と接
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続されている。なお、逆止弁５５は、正方向の流れに対しても一定以上の圧力が作用しな
ければ流れない構成とされている。
【００５０】
　図７を用いて、制御ユニット５０の作用として、洗剤液を洗浄ユニット１０に供給する
際の洗剤液の流れについて説明する。
　なお、図７の破線は、制御ユニット５０の作用として、洗剤液を洗浄ユニット１０に供
給する際の洗剤液の流れを示している。
【００５１】
　洗剤液を洗浄ユニット１０に供給する際には、副送水ホース５０１と、送気・送水ホー
ス５０３が洗浄槽２０内に開放されている。
【００５２】
　洗剤液を洗浄槽２０に供給する際には、まず、シリンジ３００を引き抜き、洗剤容器４
００から洗剤液を抽出する。このとき、抽出される洗剤液は、逆止弁５６を正方向に流れ
、抽出された洗剤液が洗剤容器４００に逆流することはない。
【００５３】
　次に、シリンジ３００を押し込み、シリンジ３００から洗浄槽２０へ洗剤液を注入する
。このとき、注入される洗剤液は、逆止弁５５を正方向に流れ、注入された洗剤液がシリ
ンジ３００に逆流することはない。逆止弁５５を正方向に流れる洗剤液は、副送水アダプ
タ７１及び送気・送水アダプタ７３からホースを介して洗浄槽２０に供給される。
【００５４】
　また、シリンジ３００を押し込まない状態では、逆止弁５５が正方向の流れに対しても
一定以上の圧力が作用しなければ流れない構成のため、シリンジ３００の洗剤液が洗浄槽
２０へ漏れることはない。
【００５５】
　図８を用いて、制御ユニット５０の作用として、浸漬洗浄工程の際の洗浄液の流れにつ
いて説明する。
　なお、図８の破線は、制御ユニット５０の作用として、浸漬洗浄工程の際の洗浄液の流
れを示している。
【００５６】
　浸漬洗浄工程では、洗浄液（水＋洗剤）が内視鏡２００の内部に供給される。そのため
、副送水ホース５０１は、内視鏡２００の副送水シリンダ２１０Ａに接続される。また、
送気・送水ホース５０３は、先端側が二股に分かれ、一方が内視鏡２００の送気・送水シ
リンダ２３０Ｂに接続され、他方が内視鏡２００の鉗子口２３０Ｃに接続される。
【００５７】
　浸漬洗浄工程では、洗浄槽２０の洗浄液が、循環ポンプ５２によって、給水口ホース５
０２及び給水口アダプタ７２を介して給水される。循環ポンプ５２によって吸入された洗
浄液は、副送水アダプタ７１、副送水ホース５０１及び副送水シリンダ２１０Ａを介して
、内視鏡２００の内部に供給される。
【００５８】
　同時に、循環ポンプ５２によって給水された洗浄液は、送気・送水アダプタ７３、送気
・送水ホース５０３及び送気・送水シリンダ２３０Ｂを介して、内視鏡２００の内部に供
給される。また、循環ポンプ５２によって給水された洗浄液は、送気・送水アダプタ７３
、送気・送水ホース５０３及び鉗子口２３０Ｃを介して、内視鏡２００の内部に供給され
る。
【００５９】
　内視鏡２００の内部に供給された洗浄液は、内視鏡２００の内部を循環して挿入部２４
０の先端から洗浄槽２０の内部に排出される。このようにして、洗浄液は、内視鏡２００
内部と洗浄槽２０とを循環する。
【００６０】
　内視鏡洗浄装置１００の効果について説明する。
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　内視鏡洗浄装置１００によれば、作業効率を向上できる。
　すなわち、第一アダプタ群（副送水アダプタ７１、給水口アダプタ７２又は送気・送水
アダプタ７３）のように内視鏡洗浄工程の作業毎にホースの取り外しが行われるものは、
作業しやすい制御ユニット５０の正面側に配置し、第二アダプタ群（シリンジアダプタ８
１又は洗剤アダプタ８２）のように、ホースの取り外しがほとんど行われないものは制御
ユニット５０の背面側に配置することで、作業効率を向上している。
【００６１】
　また、送気・送水ホース５０３を二股に分け、送気・送水シリンダ２３０Ｂと鉗子口２
３０Ｃとに接続する構成としたことによって、制御ユニット５０に別途鉗子口アダプタを
設ける必要がなく、部品点数を削減できる。
【００６２】
　また、制御ユニット５０の左側面にシリンジケース９１を設け、制御ユニット５０の右
側面に洗剤容器４００を設ける構成としたことによって、内視鏡洗浄装置１００をコンパ
クトに構成できる。
【００６３】
　また、逆止弁５５が正方向の流れに対しても一定以上の圧力が作用しなければ流れない
構成としたことによって、シリンジ３００の洗剤液が洗浄ユニット１０へ漏れることを防
止できる。
【００６４】
　また、正面板６１及び背面板６２がケース６０の前端側又は後端側から所定間隔Ｔを設
けた位置にて取り付けられていることによって、制御ユニット５０内への水の浸入を防止
できる。
【００６５】
　また、ケース６０の前端側から所定間隔Ｔの領域に取り付け孔６０Ａ・６０Ａが形成さ
れ、ケース６０の前端側から所定間隔Ｔの領域に取り付け孔６０Ｂ・６０Ｂが形成される
ことによって、制御ユニット５０内への水の浸入を防止できる。
【符号の説明】
【００６６】
　１０　　　　　洗浄ユニット
　２０　　　　　洗浄槽
　５０　　　　　制御ユニット
　６０　　　　　ケース
　６１　　　　　正面板
　６２　　　　　背面板
　７１　　　　　副送水アダプタ（第一アダプタ群）
　７２　　　　　給水口アダプタ（第一アダプタ群）
　７３　　　　　送気・送水アダプタ（第一アダプタ群）
　８１　　　　　シリンジアダプタ（第二アダプタ群）
　８２　　　　　洗剤アダプタ（第二アダプタ群）
　１００　　　　内視鏡洗浄装置
　２００　　　　内視鏡
　３００　　　　シリンジ
　４００　　　　洗剤容器
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